










































ン語の専門課程 3 年生や 4 年生の授業での使用にも堪えると思われ、日本
で出版されているスペイン語作文教科書の中では管見の限り、最もレベルの


























もタイトルからわかる通り、1 つ 1 つの項目について極めて詳細な文法説明
が加えられている。初級文法を一通り終えた学習者を対象とする旨が述べら
れているが（山村 2009:3）、教育機関で初級スペイン語を学ぶ学生の補助教
                                                  
1 ただし、同書の冒頭、スペイン語で書かれた Prólogo にある以下の記述を見る限り、問題意
識としては筆者と共通する部分があるように思われる。 
 
“Por escrito surge en 2010 de la necesidad de un material para practicar la expresión escrita en español 
como complemento a nuestras clases de conversación y gramática. No existía hasta ese momento en el 
mercado editorial japonés un material específico para la práctica de esta destreza que tuviera en cuenta 
las peculiaridades del alumnado japonés, así como la duración del curso universitario”.  




























































































指す」 （清水 2009:23） 
 












おいて、D は話し手と聞き手の間の社会的距離（“the social distance between 
S and H” [B&L 1987:76]）を、P は聞き手が話し手に対して有する力（“the 
power H has over S [ibid.]）を、そして Rx はその文化においてフェイス侵害
行為 x が持つ負担の程度（the degree to which the FTA x is rated an imposition in 
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that culture [ibid.]）をあらわすとされている。 
 
Wx=D(S, H)+P(H, S)+Rx 







バンテス文化センターが策定した Plan Curricular del Instituto Cervantes を参
考に、以下で 1 つだけ確認してみたい。A2 レベルでは以下のような例が挙
げられている。 
 
“Con se para minimizar la amenaza a la propia imagen del hablante” 





















依頼した。男女の内訳は男性 8 名と女性 21 名で、スペイン語学習歴は 2 年








ください。ただし、頼む相手によって以下の 2 種類を作成してください 
 
(A) スペイン語圏からの留学生で、友人のマリア（María）に頼む場合 













また、今回の調査の目的はポライトネス表現の現れ方、および D, P の変






制限時間については、上記 2 つのタスクに、本稿では扱わないがさらに 2 つ







ついては、全 29 名の協力者から、友人宛、教師宛のそれぞれについて 28 の
データを得た3。また、分析に際しては、Blum-Kulka et al.（1989）を参照し
た。この論考では依頼発話および謝罪発話の分析モデルである the CCSARP 
Coding Manual が提案されており、その後の研究にも利用されている。Blum-
Kulka et al.（1989）は、依頼発話を大きく以下の 3 つのパートに分類してい
る。 
 
(i) Head act（主要行為部4） 
(ii) Alerter（注意喚起部） 
(iii) Supportive Move（補助手番部） 
 
(i)の Head act については、 “the minimal unit which can realize a request; it is the 
core of the request sequence (Blum-Kulka et al. 1989:275)” と定義されている。
すなわち、全発話の中で依頼そのものをおこなう部分ということになる。一
方、(ii)の Alerter と(iii)の Supportive Move は依頼という発話行為自体に不可
欠な要素ではない。まず(ii) Alerter は、 “an opening element preceding the actual 
request, such as a term of address or an attention getter (Blum-Kulka et al. 1989:276)” 
となっており、例えば呼びかけ (“John”) や、注意喚起の発話 (“Excuse me”) 
などがそれにあたるという。(iii)の Supportive Move は、“a unit external to the 
request, which modifies its impact by either aggravating or mitigating (Blum-Kulka 
et al. 1989:276)”と説明されており、依頼発話そのものではないものの、その
効果を強化したり緩和したりするものである。本研究で対象としているのは
                                                  
3 1 名はタスクの内容を誤解しており、筆者が求めた内容のメールになっていなかったため、
残念ながら分析対象から除外することとなった。 















 友達宛(%) 教師宛(%) 
命令法* 0 (0) 0 (0) 
明示的遂行動詞* 2 (7.1) 2 (7.1) 
緩衝的遂行動詞* 3 (10.7) 4 (14.3) 
願望の陳述* 15 (53.6) 13 (46.4) 
準備条件の質問* 7 (25.0) 5 (17.9) 
全体疑問による依頼 0 (0) 1 (3.6) 
その他 1 (3.6) 3 (10.7) 
表 1 
  
                                                  











明示的遂行動詞 Te pido que... (2) 
緩衝的遂行動詞 Quiero pedirte ayuda...(1) 
 Querría pedirte...(1) 
 Quería pedirte... (1) 
願望の陳述 Quiero que... (15) 
準備条件の質問 ¿Puedes+inf.? (7) 
 その他 ¿Me ayudas con la solicitud de la beca? (1)  
 
・教師宛 
明示的遂行動詞 Le pido a usted... (1) 
 Le ruego que... (1) 
緩衝的遂行動詞 Quiero pedir... (2) 
 Quisiera pedirle… (1) 
 Quería pedir a usted… (1) 
願望の陳述 Quisiera que… (2) 
 (Quisiera corregirlo (1)) 
 Me gustaría que… (3) 
140 川口　正通
 Quiero que… (3) 
 Quería que… (3) 
 Desearía que… (1) 
準備条件の質問 ¿Puede…? (1) 
 ¿Podría…? (4) 
全体疑問による依頼 ¿Corregiría...? (1) 
その他 ¿Querría usted...? (1) 
 Hoy he enviado a usted porque quiero que...(1) 
 El motivo por el que le escribo este mail es que 
quisiera pedirle... (1) 
 
まず項目名のみでは内容が理解しづらいと思われる項目について簡単に説



















使用が 0 から 26 に大幅増加したことである。これは基本文法の時点におい
て tú と usted の用法は既習であり、タスクの内容が「あまり話したことのな
                                                  







接続法過去形の使用が 2 から 18 に増加した。これも初級文法において婉曲
表現として教わる内容であるために、教師宛の方で使用されたものと思われ
























 友達宛 教師宛 
敬辞 10 15 
あいさつ 27 22 
名乗り 1 14 
謝罪 1 1 
前置き* 13 18 
事前約束の取り付け* 1 1 
依頼の事情説明 27 25 
理由の提示* 17 21 
分量明示 4 5 
拒絶可能性の除去* 1 4 
謝礼の約束* 1 0 
押しつけの最小化* 7 10 
返答の要求 1 3 
返答の期待 9 9 
感謝 2 3 
別れの言葉（adiós など） 2 0 
結辞（besos など） 17 17 
引き受け可否の確認 2 1 
希望の繰り返し 0 2 









のである。「拒絶可能性の除去」も Blum-Kulka et al.（1989）が挙げているも
ので、相手が依頼を断ろうとする場合に論拠として挙げると思われる内容を
予見し、それを承知している旨を事前に聞き手に示すものである。本調査の
データでは、“Sé que está muy ocupado”, “Creo que usted está ocupado”といった

















前置き ¿Me gustaría a pedir ayuda a ti. (1) 
 Quiero pedirte un asunto. (1) 
 Me gustaría pedirte un favor. (1) 
 Tengo algo que pedirte. (2) 
 (Yo) necesito tu ayuda. (2) 
 Quería pedirte un favor. (1) 
 Hoy te mando este email para pedirte una cosa. (2) 
 
押しつけの最小化 Si colaboras conmigo, me alegro mucho. (1) 
 Si tienes tiempo y puedes corregirlos, dame tu 
respuesta, por favor. (1) 
 Si tienes tiempo, me gustaría que me ayudes. (1) 
 Si puedes aceptarlo, ¿quieres llamarme? (1) 
 Si no tienes tiempo, lo buscaré a otra persona que 
pueda ayudarme. (1) 
 
・教師宛 
前置き Envié (Mandé) este mail para pedir ayuda. (2) 
 Quisiera pedirle (a usted) un favor. (3) 
 Le envío este e-mail porque quisiera pedirle un 
favor. (1) 
 Me gustaría pedirle un favor. (1) 
 Yo necesito su ayuda. (1) 
 Le escribo este e-mail porque tengo una cosa que 
me gustaría pedir a usted. (1) 
 Le envío este e-mail para pedirle un favor. (1) 
 Hoy le escribo para pedir un favor. (1) 
 Le mando este email a usted para pedir la ayuda. 
(1) 
 
押しつけの最小化 Si lo aceptará, déme la respuesta por favor. (1) 
 Si puede, envíeme un e-mail. (1) 
 Si no está ocupado y puede corregirlos, déme su 
respuesta. (1) 
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 Si tiene tiempo... (2) 
 Si puede aceptarlo, ¿quiere llamarme? (1) 




























(ii) D, P が小さい場合、大きい場合ともに、「願望の陳述」と「準備条件
の質問」が全体の半数以上を占める。 
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日本語を母語とするスペイン語学習者のメールに 
見られるポライトネス表現に関する予備的調査 
 
川口 正通 
 
 
 
要旨 
本研究は、日本のスペイン語教育における語用論的要素を加味した
作文教育法の確立を長期的目標とし、その出発点として日本語を母
語とするスペイン語学習者が書いた依頼のメールをデータとして、
メールの読み手との相対的な力関係（P）および社会的距離（D）の
差が、メールの構成要素にどのような影響を与えるかを調査したも
のである。調査の結果、主要行為部においては Pおよび Dが増大す
ることによる構成要素の大きな変化は見られないものの、直説法過
去未来形や接続法過去形等を用いた婉曲表現の増加が見られ、他方
で補助手番部においては一部の構成要素に差が現れることが確認
された。 
 
Keyword(s): スペイン語教育、中間言語語用論、ポライトネス 
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